
















































































































































































































 － 44 －
チに加え、言葉に拠らない非言語・身体的ア
プローチをとることで、より深いレベルの自
己洞察を促せる側面がある。「作業療法」プロ
グラムが進むにつれ、病状の安定や参加状況
などを参考に段階的に負荷をかけていくこと
ができている。 
 また、「作業療法」では、新聞作成以外にも
様々な「作業」を行っている。職場復帰し、
継続して “働く” ことを目的として行ってい
るため、集中力や判断・遂行機能といった高
い認知機能を要求される比較的負荷の高い作
業も行う場合がある。従って参加者によって
は、「苦痛だ」「難しい」「しんどい」と感じる
場合も多々ある。しかしたとえその際に中断
してしまったとしても、復帰後の再休職がリ
ハビリテーション期間中に発生したと考え、
その後に活かすことができる。すなわち、リ
ハビリテーションとして行っている「作業療
法」は、復職支援プログラムの中で果たす役
割は大きいと考える。  
 
引用文献 
1）五十嵐良雄，林俊秀：うつ病リワーク研
究会会員施設でのリワークプログラムの
実施状況と医療機関におけるリワークプ
ログラムの要素 .職リハネットワーク
2010,No67,5-17. 
2）巽絵理、中前智通，長見まき子：気分障
害による休職者に対する復職支援プログ
ラムの有用性．関西福祉科学大学EAP研
究所紀要,2016,11,21-26 . 
3）五十嵐良雄：リワークプログラムの標準
化ガイドラインの作成と実施のための医
療制作的研究.厚生労働科学研究障害者対
策総合研究.厚生労働科学研究障害者対策
総合研究事業(リワークプログラムを中心
とするうつ病の想起発見から職場復帰に
至る包括的治療法に関する研究)平成 22 
年度総括分担研究報告書. 2010. 
4）新居みちる：リワークにおける集団精神
療法の課題と分類概念の提案-集団芸術療
法の実践における考察から-．京都大学大
学院教育学研究科紀要, 2015,61,149-161. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
